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　2018 年 11 月 8 日（木）、韓国・ソウル大学経済学部教授のキム・ビョンヨン（Byung-Yeon Kim）氏





























　神奈川大学アジア研究センターでは、7 月 9 日にも北朝鮮に関して大きなシンポジウムを開きました。
お越しいただいた方もいらっしゃると思いますし、少しは新聞などでも取り上げられたのですが、あの
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本主義と社会主義の 2 つの制度があります。この 2 つの制度には異なる点が沢山あるのですけれど、特










































です。結果はこの図が示しています（図 1）。2014 年の韓国の人口 1 人あたり GDP が 2 万 8,000 ドルで
したが、北朝鮮の 1 人あたり GDP は 770 米ドルにすぎません。問題は、この数字は私自身が推計して
出したものだということです。というのは、北朝鮮は 1 人あたりの収入や成長率の数字を公表していな
いからです。この数字の信頼性についてはいろいろな方法で検証したので、だいたい正確な数字だと思





年代の長く続く経済危機で苦しんできました（図 2）。経済の規模は 40％ 縮小しました。一番ひどい状
態になったのが 1997 年、1998 年でした。その後経済は安定して、若干回復というところまで行きました。
では、北朝鮮はどうやって経済を回復させたのでしょうか。逆説的ですが、社会主義の制度ではまった






は 1 ドル以下なのです。例えば、北朝鮮の労働者の給料は約 3,000 北朝鮮ウォンなのですが、市場のレ
















































































































































































































北朝鮮の人口比は 2：1 ですから、2 人の韓国人が 1 人の北朝鮮人を補助金で支えなければならないと
いう状況です。所得水準の差も 100：2.8 なのです。ドイツ統一では、西ドイツは 3 兆米ドルを東ドイ
－111
ツへの補助金として支払いました。南北朝鮮の統一は、3 兆ドルでは賄い切れないものになるでしょう。
そのような巨額の負担を負うのは経済的な悪夢です。
　もし統一にまだご興味があるのだったら、この後のセミナーにぜひご参加ください。
【司会】
　ありがとうございます。では、ほかに質問のある方はいらっしゃいませんか。学生の皆さんでも結構
ですし、あとは外部からお越しになった方でも結構ですけれども。では、真ん中あたりの席にいらっし
ゃる方にお願いします。
【フロア】
　社会人の A と申します。大変分かりやすいお話をありがとうございました。先ほどの質問と少し関
係があるのですが、朝鮮半島がどのような形で統一されるのか、随分先の話だと思いますが、中国もロ
シアも朝鮮半島が統一されて全く体制の異なる国と直接国境を接したくないというのが本音だというふ
うに聞いておりますが、そのことを考えると、今の北朝鮮を比較的やわらかい社会主義というか、敵対
しない社会主義国家のようなものにするのが、恐らく主要大国の考えている共通の感覚というか考えの
ような気がするのですが、この辺についてはいかがでしょうか。
【Kim】
　とても重要なご質問で、我々が真剣に考えなければいけない問題です。
　まずロシアですけれど、ロシアは統一にはそんなに反対していないと思います。確かに韓国とロシア
の間に緩衝国があるのはよいことで、川を 1 本挟んで在韓米軍と対峙するというのは、ロシアは望まな
いでしょう。ただし、ロシアは統一朝鮮との経済協力によって、これまで北朝鮮問題があってあまり発
展してこなかったシベリア・極東の開発が進む可能性があることも理解しています。ですから、プラス
マイナス両方を考慮して、ロシアは統一には反対していないと思われます。
　中国は既得権益を望むでしょう。北朝鮮が社会主義のまま、経済だけ改革するというのが、中国にと
ってはベストなシナリオでしょう。何年も前ですが、中国政府の官僚は絶対に南北統一の話はしないと
聞いたことがあります。今は事情が変わって、中国は、アメリカに対してもこうした統一の話をするよ
うになってきました。金正恩の叔父のチャン・ソンテクが粛清されてから、中国でも統一のことがよく
話されるようになったそうです。それは中国では、この粛清が北朝鮮の政権の不安定さを示すシグナル
だと解釈されたからです。同時に、二国が統一された場合でも、韓国に駐留する部隊を北朝鮮側には進
出させないというのが中国の方針だと思います。韓国主導で統一が行われても、韓国駐留の米軍部隊が
北朝鮮側に来ないなら、中国としては失うものはありません。
　でも、やはり中国にとっては、北朝鮮は韓国、アメリカとの間の緩衝地帯として価値があって、北朝
鮮がこのまま存続することがベストなシナリオでしょう。ただ、北朝鮮の将来というのは、経済面から
見ても軍事面から見ても、今交差点の真ん中にいるような感じで、どちらに進むのかはまだ不明です。
　皆さんご清聴ありがとうございました。今日はこういった講義ができて本当に光栄に思います。あり
がとうございました。（拍手）
【司会】
　今日は本当に貴重な話を聞かせていただいて、どうもありがとうございました。皆さん、Kim 先生に
大きな拍手をお願いします。（拍手）
 （よこがわ　かずほ　所員　　神奈川大学経済学部准教授）
